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凶

夢
P
　
　
㌦
’
　
．
を
．
φ
，
ノ
　
　
・
垂
～
！
冨
．
　
，
曽
．
・
∴
，
卜
『
　
層
紬
　
’
　
．
審
．

O

蚤’

マ
．
壌
．
蓼
．
困
｛
無
量
・
蕪
蓮
諺
，
簿
汽
　
　
㍊
領
蕊
　
榛
、
．

μ
　
㌧

藍
宅
．
詩
詣
轟

激
「
穐

号第

農
業
委
員
会
委
員
の

　　
@　
@　

I
．
挙
に
ら
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
東
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

．
凹
，
剰
司
匂
刷
四
一
引
到
副
司
剤
昭
翻
剰
三
孝
劃
尉
。
一
瓢
判
測
餌
，
，
…

開
・
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
回
行
わ
れ
る
選
挙
は
昭
和
二
十

闘　
九
年
七
月
に
選
挙
さ
れ
た
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
で
あ

一。

…，�
齊
q
雛
群
書
露
盤
雛

．
l
l
一
三
9
1
1
謄
9
・
層
－
I
l
o
g
l
l
［
l
l
l
I
1
1
1
」
l
1
8
9
1
0
1
8
騨
置
土
l
l
I
畢
巳
8
9
1
1
1
1
1
1
1
巳
1
8
1

開
、
．
立
候
補
準
備
上

　
の
諸
注
意

　
候
補
者
と
な
る
に
は
、
先
ず

被
選
挙
権
を
有
す
る
か
ど
う
か

を
、
調
べ
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
被
趨
挙
権
の
有
無
は
、

選
挙
期
日
懸
標
準
と
し
嚢
定

さ
れ
ま
す
か
ら
、
必
ず
し
も
届

出
の
当
日
、
被
選
挙
権
を
脊
し

な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

立
侠
補
届
出
の
当
日
健
、
年
令

が
不
足
し
て
い
て
も
、
選
挙
期

日
迄
に
法
定
の
年
令
（
満
二
十

才
）
に
達
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で

す
．1

、
本
村
の
農
業
委
員
会
委
員

　
の
選
挙
権
を
有
す
ろ
者
ど

榊
8
零
≡
謬
一
馨
一
・
§
冒
含
§
雷
呂
■
B
8
3
3
＝
2
＝
．
冒
冨
＝
≡
・
8
・
＝
3
囎
置
■
雷
＝
・
署
一
・
旨
．
＝
3
一
・
3
■
昌
卿
聾
■
器
3
一
3
一
3
＝
＝
聾
i
一
噛

即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
噛

コ
　
　
　
　
　
レ
ロ…

．
お
知
ら
せ
．
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袖

締、

A
牧
水
先
生
が
逝
か
れ
て
来
年
は
三
十
年
に

　
は
、
東
郷
村
内
に
住
所
を
有

．
し
、
年
令
二
十
年
臥
上
で
、

　
一
反
歩
以
上
の
農
地
に
つ
き

．
灘
の
業
務
を
営
む
者
及

　
び
㌣
そ
め
同
居
の
親
族
又
は

　
そ
の
配
偶
者
（
年
額
楓
ね
六

　
十
目
以
上
耕
作
日
数
を
有
す

　
る
者
に
限
る
）
で
あ
る
者
が

　
有
す
る
わ
け
で
す
。
同
居
の

　
親
族
と
は
、
社
会
生
活
上
の

　
単
位
と
し
て
の
世
帯
を
一
に

・
し
、
住
居
及
び
家
計
を
共
に

　
し
て
い
る
者
で
＾
親
族
と
は

　
六
親
等
内
の
血
族
、
配
偶

　
者
、
三
親
等
内
の
範
囲
に
限

　
り
、
内
縁
の
関
係
に
あ
る
者

．
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

二
、
立
候
補
の
届
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

㎜
　
な
り
ま
か
の
で
、
．
こ
の
偉
大
な
先
生
の
文

“
芸
漁
後
世
永
く
伝
え
る
た
め
、
今
回
」
・
喜

㎜
志
子
美
人
ど
大
悟
法
利
雄
先
生
の
手
に
な

㎜
・
る
牧
水
全
集
が
発
刊
さ
れ
る
ひ
と
に
な
り

噸．燒
]
巻
藁
再
程
度
書

…
牧
水
先
生
と
郷
土
を
同
じ
一
す
る
皆
さ
ん

の…．

ﾌ
御
家
庭
に
こ
の
全
集
だ
け
は
御
備
に
な

㎜
り
ま
す
こ
と
を
お
す
＼
め
い
た
、
し
ま
す
。

　
　
希
望
の
方
は
七
月
末
E
ま
で
に
東
郷
村
役

　
　
場
内
牧
水
顧
三
会
事
務
局
に
御
申
込
み
下

　
　
さ
い
．
」

．
騎
「

　
　
　
に
つ
い
て
　
　
・

　
　
立
僕
補
す
る
者
は
、
選
挙
の

　
　
期
日
の
告
示
の
日
（
七
月
九
日

　
　
の
予
定
）
か
ら
、
選
挙
の
期
日

　
前
四
日
ま
で
で
、
選
挙
長
に
対

　
　
し
て
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。

　
「
届
出
に
署
す
る
書
類
は
、
次
の

　
　
毒
り
で
す
。

　
　
1
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
候

　
　
補
者
届
書
又
は
同
推
せ
ん
届

　
　
・
書
。

　
　
2
、
所
属
党
派
証
．
明
書
（
該
当

　
　
者
の
み
）

　
3
、
僕
補
者
推
せ
ん
承
諾
書
選

　
　
，
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
（
推

　
　
せ
ん
届
出
者
の
み
）

　
4
、
農
粟
委
員
会
等
に
関
す
る

　
　
法
律
鏑
八
条
第
一
項
篤
二
号

　
　
の
規
定
に
よ
る
被
選
挙
権
を

　
　
有
す
る
旨
の
証
明
書
（
該
当

㎜
飢
騒
世
の
届

　
1
、
重
重
事
務
所
の
設
置
届
二

二
鰻
難
蜘
．

　
　
．
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
．
す
。

　
　
爾
選
挙
に
関
す
る
．
洛
種
届

　
　
は
、
．
す
熔
て
午
前
八
時
三
十

　
　
．
分
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で
と

劇
画
篠
惣
紮
四
川

　
　
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ

　
　
て
い
ま
す
。
　
．
　
㌦

　
三
序
過
解
運
鵬
に
？

層糧

寶
Q
噛
じ
．
し
群
墜

　
　
　
・
弦
．
』
幽
　
4
M
　
　
　
　
　
　
．
　
．
、
印
　
・ 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
　
　
　
　
場
　
　
　
断
　
　
　
　
ハ
、
選
挙
の
公
営
は
、
全
く
置

月
規
饗
高
壕
　
陰
雨
臨
螂
購
鮪
．

講
論
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
説
会
を
催
す
場
合
は
蛎
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の
二
日
前
迄
に
、
所
定
の
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
式
に
よ
る
文
書
で
、
村
の
選
・

驚
騰
襯
鱗
鵬
諜

　
　
イ
、
運
動
期
間
は
、
立
候
補
届
．
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
出
受
理
の
と
き
か
ら
㍉
選
挙
　
　
尚
病
院
や
診
療
所
で
は
、
選

　
　
　
の
期
日
の
前
日
ま
で
で
あ
り
　
　
挙
順
順
の
演
説
も
禁
止
さ
れ

　
　
　
ま
す
か
ら
♪
事
前
還
魂
や
選
　
　
て
い
ま
す
。
　
，

　
　
　
、
挙
当
日
の
選
挙
運
動
は
禁
止
　
二
、
夜
間
の
衡
頭
演
説
は
、
午

開　
　
　
さ
れ
ま
す
。
・
　
　
　
　
　
　
後
九
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六

1一　
　
ロ
．
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
戸
　
　
時
憲
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

閣　
　
　
別
を
訪
問
す
る
こ
と
は
禁
止
　
　
す
。
又
連
呼
行
為
は
、
演
説

閣㎜　
　
　
き
れ
や
お
り
、
又
如
何
な
る
　
　
会
場
及
び
街
頭
演
説
の
場
合

閉　
　
　
方
法
を
問
わ
ず
、
選
挙
運
動
　
　
に
お
い
で
す
る
場
合
を
除

開　
　
　
の
た
め
、
戸
別
に
演
説
会
の
　
　
き
、
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
開
催
、
若
し
く
は
演
説
を
行
　
　
す
。

　
　
　
う
こ
と
に
つ
い
て
告
知
す
る
以
上
、
立
僕
補
に
つ
い
て
、
紙

　
　
　
行
為
、
又
は
特
定
の
候
補
平
面
の
都
合
上
簡
単
に
説
明
致
し

　
　
　
の
氏
名
ゐ
若
し
く
は
政
党
等
ま
し
た
が
、
細
部
の
点
、
不
明
．

　
　
　
の
名
称
を
言
い
歩
く
行
為
の
点
等
は
、
村
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
，
は
、
戸
別
訪
閻
と
み
な
さ
会
に
御
問
合
せ
下
き
い
。

季
節
保
育
所
に
思
う

　
今
年
も
六
月
申
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
、
寺
迫
、
福
瀬
、
小

野
田
、
又
江
野
、
鶴
野
内
、
羽

坂
、
．
田
野
、
越
表
等
に
、
一
週

間
乃
至
十
重
聞
の
期
間
で
季
節

保
育
所
が
開
設
き
れ
て
、
農
家

　
労
仇
力
の
上
に
も
子
供
の
し

　
け
の
面
に
も
、
大
き
な
効
果

を
あ
げ
た
こ
と
は
よ
る
こ
ば
し

い
。
，

　
季
節
保
育
所
は
、
昭
和
二
十

九
年
に
正
調
所
、
三
十
年
は
五

．
カ
所
、
三
十
一
年
は
六
カ
所
、
．

甲
…

・
ぴ
、

酵

本
年
は
九
カ
所
と
、
年
々
増
設

さ
れ
る
こ
と
は
、
村
艮
の
方
々

が
、
季
節
保
育
所
の
必
要
性
を

認
議
さ
れ
た
こ
と
と
、
公
民
館

鰻
麗
騨
籔
薄
薄
狽

も
の
で
、
感
謝
の
外
は
な
い
。

　
し
か
し
、
各
保
育
所
の
運
星

や
、
施
設
め
状
況
、
を
審
に
検
討

し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
闇
じ

よ
う
に
経
営
さ
れ
て
は
い
な
い

臆
鴫
酷
鰐
照
隠
繊

「
評

菌
が
愚
者
や
保
菌
者
の
便
と
ど
・
，
　
　
　
　
’
　
　
＾
．
　
　
そ
の
入
る
経
路
は
い
ろ
い
．
・
短
メ
寝
．
．
’
…
『

ザ
　
　
吻
　
　
－
・
【
：
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斗
　
㌦
」
り
・
「
　
｝
．
1
げ
　
　
　
　
一

n
詮
，

・
躍

有’　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
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1

　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

郷
土
の
　
　
　
　
七
知
丹
．
の
2
翻
、

「
日
常
語
」
解
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
電
よ
み
」
、
か
幽
．
謬

　
　
　
　
海
野
実
．
門
　
二
8
闘
半
夏
至
、
三
週
側
の
．

△
繕
断
ポ
蕪
遡
灘
灘

癬
難
攣
辮
慧
継

△
甥
難
癖
難
難
議

　
イ
　
　
　
　
　
．
、
、
．
　
・
　
　
星
二
人
去
年
の
雨
を

　
一
高
麗
、
々
々
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
つ
ら
ん
（
子
規
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
癌

　
意
。
．
．
子
供
が
珍
物
類
を
見
せ
　
十
二
目
髄
旧
暦
の
六
月
目
丑
日

解
蒜
蕪
辞
蕪
鐙
蘂
㌫
．
，
漉

聾
隠
匿
範
饗
財
莇
雛
二
三

・
灘
灘
灘
鐸
鰍

△
灘
壌
ら
れ
ゐ
滋
難
癒
開
閉

　
一
値
遇
反
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
英
気
を
養
う
意
で
で
　
　
が
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
窟
…
不
揃
い
。
喰
違
い
。
具
　
　
も
あ
ろ
う
か
。

　
．
足
せ
ぬ
◎
　
　
　
　
　
　
　
二
十
幽
艶
髄
各
学
校
と
も
夏
休

　
解
…
値
も
遇
も
「
逢
う
」
と
・
み
と
な
る
噂
子
供
た
ち
の
生

　　

嘯
ﾞ
・
　
　
　
活
が
ふ
し
だ
ら
暴
ら
ぬ
よ
．
■
三

鷹
翻
麟
齢

蒜
、
．
ぎ
　
，
蕗
、
鳳
蕊
蟹
醒
際
炉
㍉
　
・
・
、
り
，
q
5
，
覧
》
「
、
．
貿
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
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昭和鐙年7月5日発行
・・…己・・・…．・ヤ山・・・・・・・・・・・・・…h・・・・・・・・・…言の謀1

＿＿　　＿　　　　　　　～者者1

朝
参
供
養
に
つ
い
て

延
濡
雪
鑑
に

　
元
禄
三
年
庚
午
九
月
十
九
日

臼
杵
郡
山
陰
村
ノ
百
姓
男
女
千

五
百
人
、
永
純
卿
ヲ
背
キ
秋
月

領
内
二
出
奔
ス
。
此
故
、
郡
代

梶
田
十
郎
左
衛
門
が
非
道
ヲ
怨

ミ
、
薩
州
へ
亡
命
ノ
覚
悟
也
。

コ
レ
脳
弓
テ
秋
月
家
望
リ
カ
ケ

還
魂
テ
延
岡
多
知
ラ
上
玉
フ
。

有
馬
ヨ
リ
歴
々
ノ
侍
ヲ
遣
サ
レ

度
々
招
キ
玉
へ
共
、
色
々
ノ
望

ノ
事
有
テ
帰
ラ
ズ
、
コ
レ
ニ
依

リ
野
中
二
小
屋
ヲ
営
ミ
秋
月
ヨ

リ
扶
持
ヲ
賜
ハ
ル
。
遂
二
年
ヲ

経
テ
明
春
、
江
戸
訴
諭
二
及
ブ

　
亡
命
ノ
頭
百
姓
二
十
人
、
並

郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
、
代
官

大
崎
九
日
衛
門
、
筆
者
伊
東
左

衛
門
、
村
田
長
右
衛
門
、
目
附

野
津
三
郎
左
衛
門
ノ
輩
、
家
老

衆
召
連
江
戸
評
定
所
三
民
二
対

決
ア
リ
。
然
ル
ニ
百
姓
共
越
度

ト
成
り
、
延
岡
二
於
テ
頭
取
善

助
、
市
兵
衛
礫
罪
。
其
上
男
子

ハ
死
罪
。
妻
並
女
手
ハ
引
上
ゲ

者
ニ
セ
ラ
ル
。
半
蔵
、
佐
次
兵

衛
、
段
助
、
重
右
衛
門
ハ
死

罪
。
半
蔵
男
子
ハ
死
罪
、
是
ハ

魚
鱗
側
端
妨
欝
汐

関
之
允
、
庄
之
允
、
角
之
允
、
与

一
兵
衛
、
太
郎
助
、
コ
レ
ハ
流
罪

ナ
リ
。
其
余
ノ
者
ハ
悉
ク
御
赦

免
ナ
リ
。
郡
代
代
官
ハ
公
儀
ヨ

リ
追
放
ナ
リ
其
秋
将
軍
家
ヨ
リ

永
純
卿
二
、
在
国
中
領
内
ノ
騒

動
宜
シ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
上
意
ニ
テ

城
地
召
上
ラ
レ
、
璽
テ
無
城
ノ

地
一
一
テ
本
高
五
万
石
下
サ
ル
ベ

キ
ノ
由
ニ
テ
、
逼
塞
ナ
リ
。

　
と
あ
り
ま
す
。
之
は
元
隷
三

年
今
か
ら
二
六
七
年
前
私
共
の

祖
先
が
郡
代
の
悪
政
に
た
え
兼

ね
て
安
住
の
地
を
求
の
て
逃
散

じ
た
の
で
す
。
こ
の
事
件
の
首

謀
者
と
目
さ
れ
た
人
々
や
家
内

の
者
は
、
直
島
、
斬
罪
、
流
罪
等

に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
郡
代

代
官
も
追
放
に
な
り
旧
主
白
無

城
地
糸
魚
川
に
転
封
に
な
り
ま

し
た
の
で
一
応
の
目
的
を
達
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か

し
二
十
名
の
儀
牲
者
を
出
し
た

こ
と
は
誠
に
悲
し
い
出
来
事
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
並
塩
嘉
名
の
儀
牲
者
の

家
族
親
戚
は
後
難
を
お
そ
れ
ま

す
も
の
の
罪
に
お
ち
た
父
や

子
、
兄
弟
の
冥
福
を
祈
る
心
は

や
が
て
人
知
れ
ず
朝
早
く
菩
提

寺
成
願
寺
に
参
っ
た
の
で
レ

た
。
文
化
八
年
今
か
ら
一
四
六

年
前
大
庄
屋
寺
原
和
衛
門
と
成

願
寺
べ
世
櫓
門
婁
の
両
氏
が
追

善
供
養
の
塔
を
成
願
寺
境
内
に

建
立
し
て
三
農
二
十
名
の
冥
福

を
祈
っ
た
。

　
毎
年
旧
鷹
七
月
十
七
日
に
成

願
寺
で
供
養
の
法
会
が
行
わ
れ

世
人
「
朝
参
供
養
」
と
呼
ん
で

い
る
。

「
朝
参
」
は
朝
早
く
参
っ
た
こ

と
の
意
で
あ
る
ら
し
い
。

夏
休
み
中
の
心
得
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一、

ﾄ
休
み
は
子
ど

　
も
に
と
っ
て
休
養

・
の
期
間

　
親
達
の
中
に
は
、
　
「
並
み
」

に
な
る
と
、
「
サ
ア
家
の
仕
事

の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る
ぞ
」

と
、
学
校
の
休
み
を
家
庭
で
の

利
用
と
し
て
期
待
し
て
い
る
向

き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は

大
変
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
思

う
。
ど
ん
な
精
巧
な
機
械
で

も
、
使
い
通
し
に
す
る
と
故
障

が
お
き
る
。
修
理
も
必
要
だ

し
、
油
を
さ
す
こ
と
も
必
要
で

あ
ろ
う
。
子
ど
も
の
体
は
、
成

長
の
過
程
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

栄
養
、
運
動
が
必
要
な
の
と
同

時
に
休
養
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
生
活
を
計
画
的
に

上
体
み
に
は
規
則
正
し
い
生
活

を
一
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど

も
も
親
も
考
え
な
が
ら
、
遂
に

実
行
さ
れ
ず
に
終
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
。
休
み
の
終
り
に

味
わ
う
、
こ
の
共
通
の
悔
い
を

な
く
す
た
め
、
少
し
で
も
成
果

を
あ
げ
ら
れ
る
計
画
を
、
み
な

さ
ん
と
申
し
よ
に
順
え
て
み
よ

う
。
誰
で
も
気
を
つ
け
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫

的
な
供
物
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

一
、

一
、

礒
鵜

盆
行
事
の
申
合
せ

、
　
　
　
　
　
東
郷
村
新
庄
活
筋
議
会
　
　
（

　
　
　
　
、
　
　
東
郷
村
公
一
襲
　
｛

　　

@　

@　

@　

猪
ｨ
画
塾
鶴
難
蕊

、
盆
提
灯
は
近
親
者
の
み
と
し
他
ほ
実
質
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
よ
う
。

、

ら
な
い
こ
と
は
、

1
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ

　
と
。

　
休
み
中
は
、
運
動
が
過
ぎ
や

　
す
い
し
、
暑
い
の
で
疲
れ
や

　
す
い
。
ど
う
し
て
も
、
睡

　
眠
、
休
養
を
十
分
に
と
る
必

　
要
が
あ
る
。
睡
眠
時
間
は
年

　
令
に
よ
っ
て
違
う
し
、
ま

　
た
、
た
だ
時
間
だ
け
長
く
て

　
も
、
グ
ッ
ス
リ
眠
れ
な
け
れ

∴
ぱ
効
果
情
な
い
。

　
イ
、
寝
る
前
に
飲
食
物
を
と

　
　
ら
な
い
。

　
ロ
、
寝
室
は
涼
し
い
処
で
暗

　
　
く
し
て
や
る
。

　
ハ
、
寝
巻
に
き
か
え
る
。

　
二
、
体
を
清
潔
に
す
る
。

　
ホ
、
寝
具
を
漕
…
潔
に
す
る
。

　
へ
、
周
囲
の
人
は
、
静
か
に

　
　
す
る
。

　
ト
、
昼
寝
を
す
る
。

睡
眠
の
年
令
別
必
要
時
間
は
次

が
標
準
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一　　一　　一　　一
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時
間

2
、
食
事
に
つ
い
て

轟
鵜
霧
嘘
膿
の
の
礪

食
べ
物
の
取
扱
い
に
は
一
層

　
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
い
る
も
の
を
買
っ
て
食
べ

　
　
な
い
。

　
ホ
、
食
前
に
手
を
洗
う
。

　
へ
、
食
器
や
食
べ
物
を
取
扱

　
　
う
時
に
は
、
手
を
必
ず
洗

　
　
う
。

　
ト
、
食
事
の
回
致
．
間
食
の

　
　
与
え
方
を
考
え
る
。

3
、
学
習
や
手
伝
い
の
時
間
の

区
分
．
　
　
　
　
・

　
ζ
れ
ら
は
一
番
能
率
的
な
涼

　
し
い
午
前
中
と
か
、
夕
方
に

あ
て
る
の
が
よ
い
。
ま
た
、
．

学
習
や
手
伝
い
の
量
が
、
過

重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
玄

　
る
。学

習
は

　
イ
、
涼
し
い
場
所
で
学
習
す

　
　
る
。

　
ロ
、
明
る
い
処
で
学
習
す

　
　
る
。

　
ハ
、
正
し
い
姿
勢
．
で
学
習
す

　
　
る
。

三
、
農
村
の
子
ど
も
と

　
夏
休
み
の
生
活

隔　か大は

1路謬
1　よいま
ご　う鎖し
｛　に費よ
1いをう

i総．
1　まき・
’
。■●㍉，％9．吻．9・り●㍉・、’噸．9

ニ　ハロイ特
’な　’、、に

歪　食腐暴生　べ敗飲の

な物し暴物
場をた食を
所興りを食
でべ　’しべ
売な不なな
つい消いい
て。化。。

静ぷ只爆蘇

’

‘

高
学
年
の
農
村
の
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
夏
休
み
を
、
労

働
資
源
（
手
伝
い
人
）
と
し

て
酷
使
さ
れ
や
す
い
。
農
村

の
子
ど
も
は
、
都
会
の
子
に

比
べ
て
、
健
康
そ
う
に
見
え

る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
は
高

い
し
、
ま
た
、
伝
染
病
な
ど

は
農
村
に
多
い
。
こ
の
点
か

ら
考
え
て
、
食
生
活
も
合
理

的
で
は
な
い
し
、
保
健
施
設

も
十
分
で
な
い
農
村
の
子
ど

も
に
は
、
健
康
生
活
に
特
に

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

1
、
手
伝
い
と
学
習
時
間
の

　
配
分

　
前
述
し
た
が
、
過
労
に
な

　
ら
な
い
こ
と
が
第
一
で
あ

　
る
．
召
取
り
や
草
刈
に
い

　
く
と
き
は

　
イ
、
け
が
を
し
な
い
心
掛

　
ロ
、
「
ま
む
し
」
に
か
ま

　
　
れ
な
い
　
　
　
　
　
・

　
ハ
、
蜂
や
毒
虫
に
さ
蚤

　
　
、
な
い
　
　
　
　
　
　
　
∵

　
二
、
毒
草
な
ど
を
つ
鴛

　
　
だ
手
で
、
そ
の
ま
ま
嚢
蝋

　
　
べ
物
を
持
た
な
い

2
、
部
落
で
の
保
健
活
動

　
子
ど
も
た
ら
⑳
ガ
で
、
健

　
康
な
柑
を
つ
く
る
運
動

　
を
、
こ
の
休
み
中
に
起
し

　
た
い
。
農
村
で
は
特
に
量

　
要
だ
と
思
う
。

　
イ
、
朝
の
体
操
会

　
　
　
村
の
道
路
清
掃
、
ど

　
　
ぶ
掃
除

　
　
　
ハ
ェ
取
り
運
動

　
　
呂
、
薬
華
取
り

　
3
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
　
ヨ
ン
の
機
会
を
与
え
よ
う

　
　
農
村
の
手
ど
も
は
、
楽
し

　
　
い
映
画
や
紙
芝
居
な
ど
に

　
　
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

　
　
部
落
親
子
常
会
を
遷
当
に

　
　
ひ
ら
い
て
、
幻
灯
、
紙
芝

　
　
居
な
ど
を
行
っ
て
、
子
ど

　
　
も
の
心
気
刷
新
を
は
か
る

　
　
二
と
が
大
切
だ
、
休
み
中

　
　
の
最
大
の
教
師
は
親
な
の

　
　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

　
　
れ
な
い
よ
う
に
。

　
4
、
ハ
エ
や
蚊
の
駆
除
に
協

　
　
会
す
る
。

　
　
牛
馬
小
屋
な
ど
が
住
宅
の

袋
携
勲
岩
蟹

　
　
ず
に
ハ
エ
や
蚊
を
駆
除
す

　
　
る
よ
う
に
子
ど
も
に
場
力

　
　
さ
せ
た
い
。

　
5
、
休
み
中
に
子
ど
も
の
病

℃
気
の
治
療
を
し
て
お
く
。

　
以
上
、
夏
休
み
中
の
心
得

を
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
者
え

て
み
た
わ
け
で
す
が
、
言
言
か

「
左
亭
違
動
」
を

よ
ん
で

　
六
月
号
の
本
紙
に
の
せ
ら
れ

起
「
左
手
這
動
」
を
読
み
ま
し

て
、
主
婦
で
あ
る
私
は
、
日
頃

の
私
を
深
く
反
省
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
㍉
一
日
の
勤
め
で
、
ぐ
た

く
に
疲
れ
切
っ
て
帰
っ
て
来

る
主
人
は
、
妻
の
愛
の
こ
も
つ

整　
　
言
で
、
そ
の
疲
れ
を
い
や

　
　
と
が
口
早
ま
し
よ
う
し
、

心
づ
く
し
の
夕
べ
の
食
卓
で
、

明
日
め
英
気
も
養
う
こ
と
が
幽

来
る
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
温

　　

@　

@　

@　

@
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盤
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耀
傭
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，
畷
鴫
穐
・
己
禰
．
・
’
、
嫌
捌
壕
。
，
↑
凸
沈
溺

力
に
あ
う
ま
し
よ
う
し
主
婦
の
庭
生
活
で
ば
善
螺
ぱ
心
身
画
面
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
虎
に
・
し
て
い
ま
す
。

一
三
一
行
が
家
庭
の
明
暗
に
大
と
も
に
過
労
で
あ
る
ζ
と
で
あ
な
る
男
性
も
少
く
な
る
の
で
は
　
　
私
は
「
主
人
が
虎
に
な
る
」

き
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
よ
く
り
ま
す
。
朝
は
誰
よ
り
も
早
く
な
い
で
し
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
そ
の
貴
任
の
い
ち
ば
ん
は
主
婦

わ
か
っ
て
い
て
そ
れ
が
実
践
さ
起
き
間
て
、
炊
事
に
と
り
か
、
　
私
は
「
主
人
に
晩
酌
さ
れ
て
に
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
そ
の

れ
な
い
と
こ
ろ
に
教
養
の
不
足
り
、
食
事
、
育
児
、
掃
除
、
洗
は
」
と
す
～
め
る
の
で
す
。
罪
す
べ
て
が
主
婦
に
あ
る
と
は
思

や
修
養
の
不
足
が
あ
る
の
で
し
濯
、
畑
仕
事
等
々
一
日
を
追
い
人
は
「
乃
公
が
晩
酌
す
れ
ば
乃
い
ま
せ
ん
。
主
婦
は
主
人
の
日

⑧
②
◎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
。
常
に
反
省
し
て
明
る
い
ま
わ
さ
れ
、
夜
は
誰
よ
り
も
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
の
建
設
に
つ
と
め
た
い
も
く
床
に
つ
き
、
新
聞
を
読
む
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
も
見
出
し
得
な
い
の
が
主
婦
の

い
奪
作
患
は
主
計
擁
護
器
卿
二
丁
雛
銀

盃
は
陶
然
と
な
る
こ
と
が
出
来
々
の
務
め
を
よ
く
理
解
し
一
家

る
が
「
そ
れ
よ
り
も
晩
酌
代
で
の
支
柱
と
し
て
の
主
人
の
心
労

果
物
で
も
買
っ
て
家
内
中
で
楽
を
察
し
、
主
人
は
妻
の
苦
労
を

し
も
う
で
は
な
い
か
」
と
申
す
い
た
わ
り
相
扶
け
互
に
慰
め
合

の
で
す
。
私
は
こ
の
主
人
の
考
う
愛
と
敬
に
話
ず
く
家
庭
生
活

え
に
従
っ
て
果
物
や
生
菓
子
な
を
営
な
ん
で
ど
こ
の
家
庭
か
ら

ど
買
っ
て
夕
食
の
後
、
家
内
揃
も
虎
を
追
放
す
る
よ
う
に
と
願

っ
て
い
た
だ
き
楽
し
い
一
と
き
つ
て
い
ま
す
。

を
過
し
て
い
ま
す
。
私
は
主
人
　
　
　
　
　
　
　
（
一
主
婦
）

　
への

ζ
う
し
た
「
も
の
の
考
え
方
」

に
対
し
て
敬
愈
と
感
謝
を
い
た

藤
野
構
ω
藷
曜
潔

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
守
ら
せ

る
こ
と
に
努
力
し
て
下
さ
い
。

と
に
角
、
第
二
学
期
の
初
め

に
、
病
気
で
休
ん
だ
り
、
健
康

の
す
ぐ
れ
な
い
者
が
い
な
い
よ

う
に
、
夏
休
み
を
快
適
に
す
ご

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

固
曇
5
．
≡
≡
窪
目
。
巨
．
属
＝
垂
＝
§
旨
彗
≡
一
自
薙
一
目
呂
窯

山
陰
派
出
所
だ
叢
り

◇
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
さ
き
に
行
わ
れ
た
春
の
交
通

安
全
運
動
第
一
日
に
木
材
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
綾
町
南
俣
の

林
道
で
雨
あ
が
り
で
地
盤
が
ゆ

る
ん
で
い
た
た
め
に
道
路
の
は

し
が
く
ず
れ
も
そ
の
ま
ま
一
二

〇
メ
ー
ト
ル
下
の
綾
川
に
転

落
、
運
転
手
と
同
乗
者
一
名
は

即
死
し
ま
し
た

◇
－
な
ぜ
、
雨
の
日
事
故
が

　
多
い
か
一
◇
そ
の
原
因
は

　
大
体
次
の
よ
う
で
す
。

6
自
動
車
側

　
イ
、
自
動
車
の
見
と
お
し
が

　
　
悪
く
な
る
。

　
ロ
、
す
べ
る
た
め
に
プ
レ
ー

’
　
キ
の
き
き
が
二
割
方
落
ち

　
　
る
。

＾
ハ
、
路
面
が
す
べ
り
ゃ
す
く

f
　
な
・
る
。

，
幡
・
”
歩
行
者
側
　
　
「

　
イ
、
か
さ
や
、
づ
き
ん
で
見

　
　
と
お
し
が
悪
閑
な
る
。

　
ロ
、
注
意
力
が
足
も
と
に
集

　
　
蔑
す
る
。

そ
れ
で
雨
天
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
あ
に
次
の
ζ
と
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

8
歩
行
者

　
イ
、
か
さ
や
づ
き
ん
で
見
と

　
　
お
し
が
悪
く
、
足
が
す
べ

．
，
。
．
【
。
≡
．
。
＝
≡
。
≡
垂
一
．
，
≡
。
。
糞
一
．
7

　
つ
た
り
し
て
　
　
体
の
自

由
が
き
き
ま
せ
ん
か
ら
自

動
車
に
気
を
つ
け
て
く
だ

　
さ
い
。

ロ
、
乗
物
か
ら
降
り
た
と
き

は
、
必
ず
右
と
左
を
よ
く

た
し
か
め
て
か
ら
、
ま
っ

す
ぐ
歩
き
ま
し
よ
う
。

ハ
、
自
動
車
に
乗
っ
た
と
き

は
、
運
転
手
に
飛
ば
さ
な

　
い
よ
う
に
、
ひ
と
こ
と
注

意
し
て
く
だ
き
い
。

二
、
，
雨
の
日
は
近
い
車
も
遠

く
か
す
ん
で
見
え
ま
す
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

と
く
に
注
意
し
ま
し
よ

　
う
。田

植
の
凛

　
東
郷
村
の
田
植
は
宮
崎
県
内

　
　
劇
　
　
　
覧
　
、
　
、
　
、

で
最
も
、
ゾ
ウ
ラ
ク
な
田
植
で

有
る
と
、
此
ぐ
言
わ
れ
る
。

根
元
が
不
揃
い
で
深
植
と
来
て

は
、
ど
ん
な
に
痛
痒
苗
を
作
っ

て
居
て
も
、
あ
ま
り
収
穫
に
は

楽
し
み
の
無
い
も
の
で
有
ら

ト
つ
。

　
何
と
か
し
て
、
東
郷
村
の
共

同
田
植
を
、
本
当
に
稲
を
作
り

出
す
為
の
共
同
田
植
に
し
ょ
う

と
考
え
て
居
な
い
人
は
無
い
の

β

だ
が
、
一
人
一
人
の
心
の
持
ち

方
が
、
い
つ
も
そ
う
で
な
け
れ

ば
＾
ど
う
し
て
も
此
の
悪
い
習

慣
を
直
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ

ろ
う
、
実
に
美
し
い
姿
で
有

り
、
人
の
模
範
と
し
て
良
い
程

の
心
構
え
の
こ
の
農
村
ら
し
い

こ
の
姿
／
ず
っ
と
昔
は
、
本
当

の
共
同
田
檀
で
有
っ
た
筈
で
。

　
田
植
を
終
っ
た
後
の
水
の
か

け
引
き
も
、
や
は
り
共
同
で
有

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
強
過

ぎ
る
現
わ
し
か
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
の
田
植
は
、
佳
万
な

し
の
加
勢
田
植
で
有
ム
属
が
も

知
れ
な
い
。
　
　
　
　
爵

　
今
年
も
、
田
椿
が
終
っ
た
、

過
ぎ
た
事
を
言
っ
て
も
仕
方
が

無
い
、
併
し
農
業
は
、
終
う
た

と
思
っ
た
ら
始
ま
り
で
有
り
、

い
つ
終
る
の
か
も
わ
か
ら
な

い
、
で
有
っ
て
見
れ
ば
、
今
年

の
田
植
を
反
省
し
て
見
る
に
は

最
も
良
い
機
会
で
有
る
と
も
言

え
よ
う
。

　
本
当
に
、
自
分
の
思
い
通
り

に
田
植
が
終
う
た
家
は
マ
ア
良

い
と
し
て
、
苗
の
年
が
丁
度
良

か
っ
た
か
、
値
付
の
寸
法
は
ど

う
か
、
樒
方
は
ど
う
で
有
っ
た

　
　
　
　
　
カ
　
　
ヤ

か
、
そ
し
て
自
分
の
家
の
田
植

　
ヤ
　
う

と
他
家
の
田
櫨
ば
同
じ
気
持
で

植
え
た
か
、
一
応
自
分
の
心
の

中
を
試
し
て
見
た
い
ρ
若
し
こ

れ
が
良
い
方
の
心
構
え
で
な
か

っ
た
場
合
、
「
注
口
人
位
は
」

と
皆
ん
な
が
考
え
た
古
い
言
い

な
ら
わ
し
の
様
な
結
果
で
そ
の

周
囲
の
水
田
は
全
部
と
書
っ
て

良
い
程
、
悪
い
田
植
が
し
て
有

る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
ノ

　
一
事
が
万
事
。
と
言
う
事
も

有
る
、
村
内
に
も
、
部
落
民
の

意
見
で
、
次
第
に
良
い
方
に
向

い
て
居
る
部
落
も
有
り
、
そ
ん

な
所
で
は
何
事
も
、
良
い
方
に

進
め
ら
ぶ
て
居
る
、
一
つ
此
の

　
　
　
　
　
　
‘

「
　
　
　
　
　
財
邸

。・一心騨d顧』簡■．一一一・■

　生活は
汗から鰍から

　貯金から

　
ロ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
コ
お
コ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
　
ロ
コ
ロ
コ
コ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輌

r
l
l
l
I
－
l
l
l
l
I
巳
－
静
』
i
－
巳
I
l
l
瞳
騨
一
1
■
一
1
8
1
－
I
l
巳
ロ
瓢

本
年
度
本
県
の
貯
蓄
目
標
は
六
十
五
億
円
㎜

と
き
思
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

こ
れ
を
県
民
一
人
当
り
に
な
お
し
ま
す
と
崩

踊
顧
矯
魎
護
国
…

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

が
ん
ば
っ
て
貯
蓄
い
た
し
ま
し
よ
う
。
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

辺
で
計
え
直
し
て
、
逆
の
万
向

に
グ
ル
く
廻
っ
て
居
る
様
な

部
落
の
運
営
を
直
す
為
に
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

つ
一
つ
悪
い
根
を
引
き
抜
い
て

明
る
い
部
落
を
作
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。

今
一
月
・
の
農
　
作
㎝
業

　
そ
　
菜

　
　
　
　
　
　
二

一
、
種
子
を
播
く
も
の

　
一
、
豊
ゲ
り
1
1
夏
き
う
り
は

　
　
本
月
中
に
幡
き
つ
け
が
で

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
き
ま
す
。
直
播
と
し
て
、

　
　
六
尺
畦
に
一
尺
五
寸
株
間

　
　
が
適
当
　
、

　
2
、
だ
い
こ
ん
1
1
品
種
は
み

　
　
の
対
生
二
尺
×
八
寸
の
点

　
　
鰯
愚
心
喰
虫
や
キ
ス
ジ
ノ

、
軸
ミ
ム
シ
の
発
生
に
注
意
の

　
　
こ
と

　
3
、
に
ん
じ
ん
“
手
ま
き
の

　
　
適
期
二
種
は
国
分
ハ
中
主

　
　
鮮
紅
、
赤
江
、
金
時
等
工
尺

　
　
の
条
播
と
す
る
。
発
芽
当

　　　
　
　
の
乾
燥
に
は
特
に
注
意

　
　
　
る
こ
と
、
厚
ま
き
し
て

　
　
間
引
き
す
る
よ
う
に
す
る

二
、
手
入
れ
す
る
も
の

　
一
、
す
い
か
、
世
う
り
”
炭

　
　
疽
病
、
ペ
ト
病
等
の
発
生

　
　
に
注
意
し
薬
剤
撒
布
を
徹

　
　
回
す
る
こ
と
。

　
2
、
さ
と
い
も
1
1
乾
燥
に
弱

　
　
い
作
物
で
晴
天
が
続
く
と

　
　
極
め
て
生
育
が
阻
害
さ
れ

・
る
。
敷
藁
、
敷
草
を
し
て

　
　
や
る
ζ
と

ボ

3
、
ね
f
購
定
植
を
単
目
に

　
二
尺
旨
三
寸
栽
植

↑
家
庭
“

盲
ず
手
軽
に
出
塞
る

ふ
と
ん
干
か
ら

　
奮
月
に
入
り
ま
す
と
、
梅
雨

も
上
り
暑
い
日
が
、
続
く
よ
う

に
な
う
ま
す
。

　
金
ま
で
、
じ
と
じ
と
し
て
い

た
身
体
が
七
月
の
日
照
り
に
絶

え
か
ね
て
、
論
体
が
だ
る
く
な
り

病
気
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
来

ま
す
。

　
夏
の
健
康
ぱ
気
温
が
高
い
で

す
か
ら
、
充
分
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
梅
雨
で
し
め
っ
た
部
屋
、
ふ

と
ん
、
衣
服
等
、
特
に
田
植
で

用
い
た
も
の
な
ど
は
、
て
い
ね

い
に
仕
末
し
ま
し
よ
う
。
部
屋

は
戸
を
開
け
て
、
乾
い
た
空
気

を
入
れ
て
や
り
ま
す
。

　
ふ
と
ん
を
普
通
日
光
に
当
て

ま
す
と
、
一
合
位
の
水
分
が
、

蒸
発
す
る
そ
う
で
す
。
〆
で
す
の

で
梅
雨
時
期
の
ふ
と
ん
に
は
、

た
く
さ
ん
の
水
分
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
、
で
す
と
、
夜
体
を

休
め
る
の
に
、
寝
苦
し
い
思
い

を
し
て
、
充
分
昼
間
の
疲
れ

を
、
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

　
又
夏
で
す
の
で
、
体
内
曽
か
ら

汗
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
汗
を

綿
が
吸
収
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ζ
の
ま
、
毎
日
を
通
し
て
お
き

ま
す
と
、
綿
自
体
も
弱
く
な

り
、
綿
切
れ
が
し
て
、
長
持
が

し
ま
せ
ん
。

　
私
達
の
身
体
を
健
康
に
す
る

に
は
、
色
々
あ
り
ま
す
が
、
遠

ず
手
軽
に
出
来
る
、
「
ふ
と
ん

干
」
か
ら
、
明
る
い
家
庭
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
■

蒲
集
後
記

◇
真
夏
が
訪
ず
れ
た
。
空
に
幽

　
に
川
に
里
に
盛
夏
の
気
が
満

　
ち
満
ち
て
い
る
。

　
空
に
濁
く
白
雲
、
流
れ
る
朝

　
霧
、
水
に
戯
れ
る
テ
等
、
青

　
田
の
蛙
声
等
々
、
す
べ
て

　
が
夏
の
風
吻
で
あ
る
。

　
夏
の
城
山
鮒
は
活
き
て
い
る

◇
露
し
げ
き
野
辺
に
ま
ぐ
さ
刈

　
る
乙
女
の
瞳
に
も
、
田
草
と

　
る
お
み
な
の
顔
に
も
、
穂
林

　
の
下
刈
す
る
青
年
の
腕
に
も

　
希
望
が
み
ち
て
い
る
。
夏
の

飯
舗
轍
海
膨
魏
博

《
砺r

噂

　　の　　　　　　　　　　　イ　し

ニー三三玉ヂ畿撫臨
　　　　　曳　　，

畿誌…＿
　　　’　鵯

　　　，　ゼ

噺用脚
．
、
隔

幅
　
馬二三爆’パ誌

　
と
も
夏
休
み
と
な
る
学
三
三

　
と
っ
て
は
う
れ
し
い
休
み
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

学
習
の
ひ
ま
に
は
、
山
に
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊
噌
ッ

　
ぷ
も
よ
か
ろ
う
し
用
に
親
し

　
む
も
よ
か
ろ
う
。
豪
業
に
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
算
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
ど

　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弊

　
ふ
し
だ
ら
な
生
活
に
な

　
よ
う
計
画
を
た
て
そ
れ
を

　
服
し
て
楽
し
い
休
み
と
し
雪

　
い
た
だ
き
た
い
。
　
　
　
・

◇
七
月
号
を
お
く
る
。
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
汗
を
ふ
く
作
小
屋
の

　
　
　
　
　
松
揮
時
雨
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
臨
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